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研究成果の概要 

人口の高齢化に伴い、呼吸器疾患の罹患者数、死亡者数は世界的に急増している。増悪する呼吸器疾患

に共通するのは肺傷害と修復機転の破綻であり、新規治療標的を同定するには、肺修復の細胞・分子学

的機序の解明が必要である。マクロファージは、肺の生体防御や恒常性維持に関わる主要な免疫担当細

胞であるが、肺の修復や再生における役割は十分明らかではない。本研究の目的はマクロファージによ

る肺の修復・再生機構を明らかにすることである。 

Multicolor flow cytometry/imaging、Lineage-tracing、single cell RNA-seqを用いて、マウス肺切

除後代償性肺再生モデルにおけるマクロファージの動態と機能を解析した。代償性肺再生モデルでは

単球が遊走され間質マクロファージへと分化し、肺再生を促進することを明らかにした。さらに間質マ

クロファージは血管新生に影響することを見出した。現在は間質マクロファージによる肺再生促進因

子について遺伝子レベルでの解析を進めるとともに、慢性呼吸器疾患の発症との関連について検討し

ている。本研究は、肺再生におけるマクロファージの動態と役割を明確にし、肺修復・再生を促進する

メカニズムの解明につながることが期待される。 
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